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うもをとらえる彫刻家

ノ叫・グ4トンJ<.参道ピノレの最上階にある「エスパス庁イ・
グィトン東』江JoJ!O;(の街並みを-f11できる天上のアート
1ベースに足を踏み入れた瞬間、思わず:Q.を芥んだ。燦々
t差し込むJ'1 t.~yじを凝集して、 結晶化したようなインスタ

レーシ罰ンがそζに11広がっている。作者であるアリYン・

ショッツは、 ζの作品を{光の幾{平均 t才，づけた。「アー
テイストとして彫刻を始める前は、大学:で地質学を学んで

いました。HむcSI'小誕や科学が大好きで、見えない
bの、触れないものに興味があった。光を彫刻にじてし

まうなんてぷ敵でしょうつ。

本作に使われτいるのは7レ品ルレンズc¥、う特殊なレ
ンズt!。シート状の拡大鋭などに用いられ.これを過し
τ見た閃{組は大き〈歪む。骨量れたtころから作品を眺めた
り、近づいてみたり、 n械からi税き込んでみたり......。

l期待のアーテ4スト【二聞(1]
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立ち位置を変えるだけで、レンズの中の風妓U.変化し、

作品の印象も大き〈変わる。「見え方がl!\:わる tいう~紫
は、私の作品のキーポイント。私が彫刻lを始めた頃、女
性の彫刻家は量生える「らいしかいな〈τ、作品も量感のあ
る:!JJ性的なものが大半だった。私が目指したのは、力強i<、
ボリューム色感じられるけれど、自由に変化してい〈彫刻。

そのための業材としτ、光を先見J..，t，二時lますご〈感激した
のを覚えτいま1'0 特に、 ζの~/l日は時間によっτ光の

印象がまるで述うので、せ・ひ何度b訪ねτほしいですJ。
本作以外にふ 立体、写n... 用いたプリント、映像作
品(1階のI占舗フロアーで上映)がh{示される本展は12JJ
25日まで続〈。秋から冬へt移ろう季節eeもに、 ζれら

の作品のJ史的も大台〈変わってい〈こtだろう。liliiliの喧
喋をいっtき忘れ、光の世Jj~に触れてみよ う。
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